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平成 23 年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。 

① 微細加工技術を用いたバイオセンシングチップの高感度化 
本研究では、SPR センシングの感度向上を目的とし、センサチップの表面積を増加させること

で検出物のセンサチップへの結合量を増加させる手法を提案した。SPR センシンクチッフにおけ

る微細加工法として、センサ表面に広く用いられる金に着目し、フラットな金表面に電気化学的に

金を堆積させることにより金ナノ構造を製作し(以降金黒めっきと呼ぶ)、電位・堆積時間をパラ

メータとしてナノ構造の形状、大きさ、表面積を制御する事に成功した。金黒メッキは以下の反応

から成る電気化学的堆積法により形成した。 

AuCl4-+e- ⇆ Au+4Cl- 
本研究では、三電極法により金黒めっきを行い、電流と印加時間を操作することで金黒めっき構

造が変化することを確認した。また、通常使用される SPR センシングチップ(以降フラットチップ)
は金薄膜の厚さが約 50 nm という制約がある。そのことから、下地金属の厚さが 25 nm,15 nm の

2種類の条件のチップに金黒めっきを行った。金薄膜 25 nmに金黒めっきを施行したチップをAB1
とし金薄膜 15 nm に金黒めっきを施行したチップを AB2 とする。フラット,AB1,AB2 の各チップ

の表面積比を CV 測定法により評価した結果を図１に示す。また、BSA の検出実験を行い、検出

部の表面積増加によるセンサ感度向上を検証した。センサ感度評価は、センサ表面に BSA 抗体を

固定化し、BSA 抗体と特異的に結合する BSA の結合量を計測することにより行った。図 2 に BSA
抗体固定化量,図 3 に BSA 検出量を示す。これらの結果より、表面積増加量に対応して BSA 抗体

の固定化量、BSA の検出量が増加することが分かる。これより、 金黒めっきによる SPR チップ

の表面積増加により、BSA の検出量の増加による感度向上の可能性が示された。 
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    図１ CV 測定結果     図２ BSA 抗体固定化量    図３ BSA 検出量 
② ガレクチン・糖化タンパク質の相互作用解析（西グループとの共同で実施） 
ガレクチン３は、糖化タンパク質の種類を明確に認識するが、一方でβガラクトシド結合レクチ

ンとしての特性も有している。そこで、βガラクトシド認識レクチンファミリーである、他のガレ

クチンについて、糖化タンパク質との相互

作用の確認をおこなった。その結果、ガレ

クチン１およびガレクチン４は、糖化タン

パク質の一つであるGlyceraldehyde-AGE
を認識する事はできなかった。一方、ガレ

クチン８およびガレクチン９は、相互作用

を認識する事が確認された(図４)。本結果

は、現在、論文投稿とともに、7 月に開催

される 26th International Carbohydrate 
Symposium にて発表予定である。 

 
                                
                    図４ ガレクチンファミリーと Glyceraldehyde-AGE の相互作用 

 



 
今後の研究計画 
平成 23 年度に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究計画について具体的に記載してください。図を挿入して

もかまいません。 

バイオセンサチップ表面の微細加工については、今年度得られた金黒チップをさらに高感度化す

る目的で、より表面積を増加させる新たな金メッキ手法の開発に取り組むとともに、様々な生体試

料の検出への適用と評価を進める計画である。 
 
ガレクチン・糖化タンパク質の相互作用解析については、ガレクチン３の糖化タンパク質認識機

構と、ガレクチン８およびガレクチン９の糖化タンパク質認識機構の詳細について検討するととも

に、引き続きガレクチンを用いた AGE 認識システムを用いたバイオセンサの開発を進める。 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

 
第 24 回 化学とマイクロ・ナノシステム研究会（2011/11/17～11/18，大阪府立大学中百舌鳥キャ

ンパス）において、下記の学生による発表が優秀ポスター賞を受賞した。 
 
○長瀬紀子、垣田千洋、寺尾京平、宮西伸光、鈴木孝明、高尾英邦、下川房男、大平文和：金黒め

っき法による金ナノ構造の形成と表面化学センサの高感度化への応用、第 24 回化学とマイクロ・

ナノシステム研究会，2011/11/17～11/18，大阪府立大学中百舌鳥キャンパス、学術交流会館 
 

 



 
研究業績 
本研究に関連した，平成 23 年度中の発表した，[１] 査読がある原著論文（Corresponding Author には*印を付す。），

[2] 著書，[3] 招待講演，[4] 学会発表（発表者には○印），[5] 産業財産権（特許等），[6] その他（プロシーディン

グ，査読がない論文，投稿記事等）を通し番号を付して記入してください。本事業の参加者にはアンダーラインを

引いてください。記入欄が足りない場合は，用紙を追加してください。 

[１] 査読がある原著論文 
1. K. Terao*, C. Kakita, N. Nagase, N. Miyanishi, T. Suzuki, H. Takao, F. Shimokawa, F. Oohira, 
“Evaluation of Electrodeposited Gold Nanostructures for Applications in QCM Sensing” Analytical 
Sciences, in press. 
 
[２] 著書 
該当無し 
 
[３] 招待講演 
該当無し 
 
[４] 学会発表(○は発表者) 
2. ○N. Nagase，K. Shimizu, N. Uchiyama, K. Tamai, K. Terao, T. Suzuki, F. Oohira：Surface 
Plasmon Resonance Sensing by Electrodeposited Au Nanostructures for Sensitivity 
Enhancement, The 6TH International Conference on Microtechnologies in Medicine and 
Biology，2011/5/4～5/6, Lucerne ,Switzerland 
 
3. ○N. Nagase, K. Shimizu, N. Miyanishi, S. Shimamoto, K. Terao, T. Suzuki, F. Oohira: 
Size-Exclusion Surface Plasmon Resonance Sensing with a Microslit Array Chip, The 
ASME-JSME-KSME Joint Fluids Engineering Conference 2011 (AJK2011-FED), 2011/7/24-29, 
Hamamatsu, Japan. 
 
4. ○N. Miyanishi, A. Hoshinoo, N. Nishi, S. Nakakita, J. Hirabayashi, S. Kamitori: 
What is real target of galectin-3?, XXI International Symposium on Glycoconjugate 
(GLYCO21), 2011/8/21-26, Vienna, Austria. 
 
5. ○宮西伸光、星野尾麻子、西望：生活習慣病を予測するバイオセンサの開発、食品分析研究会, 
2011/9/14, 東京都千代田区、アルカディア市ヶ谷（私学会館） 
 
6. ○長瀬紀子、垣田千洋、寺尾京平、宮西伸光、鈴木孝明、高尾英邦、下川房男、大平文和：金

黒めっき法による金ナノ構造の形成と表面化学センサの高感度化への応用、第 24 回化学とマイク

ロ・ナノシステム研究会，2011/11/17～11/18，大阪府立大学中百舌鳥キャンパス、学術交流会館

【優秀ポスター賞受賞 2011.11.18】 
 
[５] 産業財産権（特許等） 
7. 特願 2011-093403「糖質認識分子を用いた生活習慣診断法の開発」発明者：宮西伸光 

 
[６] その他（プロシーディング，査読がない論文，投稿記事等） 
該当無し 
 
 

 


